中味と 形式 

—— 明治 四十 四 年 八月 堺 におい て 述- 
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く 閉会 をして 下さい。 

私 は 先年 堺へ 来た ことがあります。 これ はよ ほど 前 

私が まだ 書生 時代の 事で、 明治 二十 何年になります か、 

何でもよ ほど 久しい 事の ように 記憶して おります。 実 

を 言う と 今 登 つ た 高原 君、 あれ は 私が 高等学校で 教え 

ていた 時分の 御 弟子であります。 ああい う 立派な お 弟 

子 を 持って いるく らいであります から、 私 もよ ほど 年 

を 取りました。 その 私が まだ 若い 時の 事です からま あ 

昔と い つ て も 宜し ゆう，、， J ざいましょう。 今 考える とほ 

とん ど その 時に 見た 堺の 記憶と 云う ものはありません 

そてつ 

が、 何でも 妙 国 寺と 云う お 寺へ 行って 蘇鉄 を 探した よ 



ではない、 偉い 所に 違いない。 巿 中が あれほど ヒッソ 

リ している にか かわらず、 時間が 来さえ すれば これ ほ 

ど 多数の 聴衆が お集まりになる の は 偉い、 よほど 講演 

趣味の 発達した 所だろう と 思われる。 私 もせつ かく 東 

京から わざわざ 出て 来た ものであります から、 なろう 

ことならば 講演 趣味の 最も 発達した 堺 のよう な 所で、 

一度で も 講演 を すれば 誠に 心 持が よい。 だから 諸君 も 

こころざし りょう しま 

その 志 を諒 として、 終い まで 静粛に お聴きに なら 

ん こと を 希望し ます。 このく らいに して ここに 張り出 

した I 中味と 形式」 という 題に でも 移ります かな。 

第一、 題から して あまり 面白そう に は 見えません。 



落ちれば それです むので すけれ ども、 悲しい かな子 供 

に は それほど 一部始終 を 呑み込む 頭がない。 と 云って 

ぼう ぜ ん 

ただ 茫然と 幕に 映る 人物の 影が しきりに 活動す るの を 

眺めて いる 訳に も 行かない。 どうかし てこの 込み入つ 

わ しづか 

た 画の 配合 や 人間の 立ち 廻り を 鷲 抓みに 引つ くるめて 

その 特色 を 最も 簡明な 形式で 頭へ 入れたい について は 

まラ l-v つ 

すでに 幼稚な 頭の 中に 幾分で も髡髴 できる 倫理 上の 二 

と さくざつ 

大 性質 —— 善 か 悪 か を 取りき めて- J の 錯雑した 光景 を 

締め括りた い 希望から こういう 質問 を かける ものと 思 

とぎばなし 

われます。 活動写真 はま だよ い。 ところがお 伽噺ゃ 

歴史の 本な ど を 見て、 昔の 英雄な どに ついて やはり 同 



たいこ-つ さま まさしげ 

様に 簡単な 質問 を かけられる 事が ある。 太閤 様と 正 成 

とど つ ちが 偉い とか、 ワシントンと ナポレオン とど つ 

ひたち やま すもう 

ちが 強いと か、 常 陸 山と 弁慶と 相撲 を 取ったら どっち 

が 勝つ とか、 中には 返答に 困らな いのも あるが、 多く 

まと 

は 挨拶に 窮 する 問題で ある。 要するに 複雑な 内容 を 纏 

せま 

め 得る 程度 以上に 纏めた 簡略な 形式に して 見せろ と逼 

られ るの だから 困ります。 もっとも 近来 は 小学校な ど 

でも 生徒に 問題 を 出して 日本の 現代の 人物 中で 誰が 一 

番偉 いかな どと 聞く 先生が ある。 この間 私が 或る 地方 

へ 行ったら ある 新聞で そういう 問題 を 出して 小学生 徒 

から 答案の 投書 を 募って いました。 その 中で 自分の 叔 



当な 点 も あるが、 どんな 動物 を 見ても 要するに これ は 

牛 かい 馬 かい 牛馬 一 点 張りです ベて 四つ足 を 品 隙され 

て は 大分 無理が できる。 門外漢と いう もの は- J の 無理 

に 気がつかない、 また 気がついても 構わない。 どんな 

無理な 判断で も 与えて くれさえ すれば 安心す る。 だか 

らお 上で も 高等官 一等 を斿 えてみ たり、 二等 を斿ぇ 

てみ たり、 あるいは 学士、 博士 を斿 えてみ たりして 門 

しめくく 

外漢 に対して 便宜 を 与え、 一種の 締 括り ある 二字 か 三 

字 の 記号 を 本来 の 区別と 心得て 満足す る 連中に 安 慰 を 

与えて いる。 以上 を 一 口にして 云えば 物の 内容 を知リ 

尽 した 人間、 中味の 内に 生息して いる 人間 は それほど 



ために、 どうしても 角度 を 知る ことができな いために、 

じょうぎ 

上下と か 優劣と か 持ち合せの 定規で 間に合せ たくなる 

の は 今 申す 通り 門外漢の 通弊であります が、 私の 見る 

あに ひと 

ところでは 豈独リ 門外漢 のみな らん やで、 専門 の 学者 

もまた そう 威張れた 義理で もない ような 概括 をして 平 

気で いるの だから 驚かれる のです。 

学者と 云う もの は、 いろいろの 事実 を 集めて 法則 を 

作ったり 概括 を 致します。 あるいは 何 主義と か 号して 

ひとまと 

その 主義 を 一纏めに 致します。 これ は 科学に あっても 

哲学に あっても 必要の 事で あり、 また 便宜な 事で 誰し 

も それに 異存の ある はず は) J ざいません。 例えば 進化 



主張す る。 同時に 秩序と か 組織と か 云う もの を 要求し 

ている。 一方で は 束縛 を 解いて 自由にして 貰わな けれ 

ばた まらない と 云って いながら、 一方で は (例えば 資 

本家と いうよう な ものが) 秩序と か 組織 を 立てな けれ 

ば 事業が 発展 しないと 騒いで いる。 が、 この 二つの 要 

求 を 較べる と 明かに 矛盾で ある。 ここまで は 宜し 

いのです。 しかし オイケン はこの 矛盾 は どっち かに 片 

づけなければ ならず、 また 片 づけら るべ きもので ある 

かの ごとき 語気で 論じて いたよう に 記憶して いますが 

すなわちそう いうよう に 相反す る 事 を 同時に 唱え 

ひとまと 

てお つて は 矛盾 だから、 モッと 一纏めに して、 意味の 



ここに 学者なる ものが あって、 突然 声を大 にして、 

それ は 明かに 矛盾で ある、 どっち か 一方が 善くって 一 

方が 悪い にき まっている、 あるいは 一方が 一方より 小 

ひとまと 

さくて 一方が 大きい に違いないから、 一纏めに して 

くく 

モッと 大きな もので 括らなければ ならない と 云った な 

らば、 この 学者 は 統一 好きな 学者の 精神 は あるに も か 

う-ど 

かわらず、 実際に は 疎い 人と 云わなければ ならない。 

現に オイケンと 云う 人の 著述 を 数多く は 読んで ぉリま 

せんが、 私の 読んだ 限りで 云えば、 こんな 非難 を 加え 

る ことができ るよう にも 思います。 こう 論じて くると 

何だか 学者 は 無用の長物 のように も 見える でしよう が 



私 は 断言した いのです。 

力 も 

冷然た る 傍観者の 態度が なぜ に - J の 弊 を 醸す か と の 

御 質問が あるなら 私 はこう 説明したい。 ちょっと 考え 

は つ きり 

ると、 彼ら は 常人より 判明した 頭 を もって、 普通の 者 

まと 

より 根気 強く、 しっかり 考える の だから 彼らの 纏めた 

ものに 間違 はない はず だと、 こういう ことになります 

が、 彼ら は 彼らの 取扱う 材料から 一 歩 退 いて 佇立む 

癖が ある。 云い 換えれば 研究の 対象 を どこまでも 自分 

から 離して 眼の 前に 置こうと する。 徹頭徹尾 観察者で 

ある。 観察者で ある 以上 は 相手と 同化す る 事 は ほ とん 

ど 望めない。 相手 を 研究し 相手 を 知る というの は 離れ 



みず 

どこかに 手 落が ある はず だとまず 自 から 疑い を 起して 

内省 もし 得たろう と 思う のです。 いくら 哲学的で も、 

概括 的で も、 自分の 生活に 親しみの ない 以上 は、 この 

概括 を あえてす ると 同時に ハ テ おかしい ぞ変 だな と 勘 

づ かなければ なりません。 勘づいて 内省の 結果 だんだ 

ん 分解の 歩 を 進めて 見る と、 なるほど 形式の 方に は そ 

れ だけの 手 落が あり、 抜 目が あると 云う- J とが 判然し 

て 来るべき です。 だからして 中味 を 持って いるものす 

なわち 実生活の 経験 を甞 めて いるもの は その実 生活が 

いかなる 形式になる かよく 考える 暇 さえない かも 知れ 

ない けれども、 内容 だけ はたし かに 体得して いるし、 



行 機で も その 通りで、 いろいろ 学理 的に 考えた 結果、 

こういう 風に 羽翼 を附 けて こういう ように 飛ばせば 飛 

ばぬ はず はない と 見込が つ いた 上で さて 雛 形 を 掊 え 

て 飛ばして 見れば はたして 飛ぶ。 飛ぶ こと は 飛ぶ ので 

一 応 安心 はする ような ものの それに 自分が 乗って いざ 

と いう 時 飛べ るか どうかと なると 飛んで 見ない うち は 

や つ ばり 不安心 だろうと 思います。 学埋 通り 飛行機が 

自分 を 乗せて 動いて くれたと ころで、 始めて 形式に 中 

味が ピッ タリ 喰つ ついている 事 を 証明す るの だから、 

経験の 裏書 を 得ない 形式 はいくら 頭の 中で 完備して い 

ると 認められても 不完全な 感じ を 与える のであります _ 



して 見る と、 要するに 形式 は 内容の ための 形式で 

あって、 形式の ために 内容が できる ので はない と 云う 

訳になる。 もう 一歩 進めて 云います と、 内容が 変れば 

外形と 云う もの は 自然の勢いで 変って 来なければ なら 

ぬと いう 理窟に もなる。 傍観者の 態度に 甘ん ずる 学者 

の 局外の 観察から 成る 規則 法則 乃至す ベての 形式 や 型 

のために 我々 生活の 内容が 構造され ると なると 少しく 

筋が 逆になる ので、 我々 の 実際 生活が むしろ 彼ら 学者 

(時に よれば 法律家と 云っても 政治家と い つ て も 教育 

家と 云っても 構いません。 とにかく 学者 的 態度で 観察 

一方から 形式 を 整える 方面の 人 を 指す のです) に 向つ 



譜 である。 または 謡曲の ごま 節 や 何 かの ような もので 

ある。 これらに はすべ て 一定の 型が あって、 その 形式 

をまず 手本に して かえ つ て 形式の 内容 を かたちづくる 

はま こし 

声と か 身ぶ リ とか 云う 方 を この 型に あて 嵌る ように 斿 

ら えて 行く ではない か。 そうして その 声な リ 身ぶ りな 

りが 自然と 安らかに 毫も 不満 を 感ぜずに 示された 型 通 

うま 

リ 旨く 合うよう に 練習の 結果と してで きる ではない か _ 

あるいは 旧派の 芝居 を 見ても、 能の 仕草 を 見ても、 こ 

こで 足 を このく らい 前へ 出す とか、 また 手 を この くら 

い 上へ 挙げる と 一 々型の 通りに して、 しかも 自分の 活 

力 を そこに 打 込んで 少しも 困らない ではない か。 型 を 



然に 流れる と 一 般に、 我々 も 一 種の 型 を 社会に 与えて、 

その 型 を 社会の 人に 則らし めて、 無理が なく 行く も 

のか、 あるいは ここで 大いに 考えなければ ならぬ もの 

かと 云う こと は、 あなた 方の 問題で も あり、 また 一 般 

の 人の 問題で も あるし、 最も 多く 人 を 教育す る 人、 最 

も 多く 人 を 支配す る 人の 問題で も ある。 我々 は 現に 社 

まう.？ つ 

会の 一 人で ある 以上、 親 ともなり 子 ともなり、 朋友と 

もな り、 同時に 巿 民であって、 政府から も 支配され、 

教育 も 受け また 或る 意味で は 教育 もしなければ ならな 

い 身体で ある。 その 辺の 事 をよ く 考えて、 そうして 相 

手の 心理状態と 自分と ピッ タリと 合せる ようにして、 
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